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Timing (Trigger mode)
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Timing (Stream mode)
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Extended Timeの中のイベントをBCOで分離する方法を開発

• TriggerReadOutで取られたデータ(Run40742)
• 1 event のBCO分布

• 赤線：BCO-FULL(＋OFFSET)のタイミング
• 上の8分布： FELIX毎のBCO分布
• 横の分布 ：  全FELIX分のタイミング分布

• 1つのChipで同じBCOを持つ複数のヒットは1つのBCOと数えている

• 赤線とBCOピークが一致している。
• 2つ目のピークがあり、それがExtendedTimeで測定された別衝突であると考えられる。

1 eventのBCO分布
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Extended Timeの中のイベントをBCOで分離する方法を開発 2

• トリガー(BCOFULL)より左側は、本当は128
以降の時刻が、桁上がりして巻き戻って見え
ている。
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• トリガー (BCOFULL)とBCOのタイミ
ングが全くあっていない時がある。
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• STREAMにおけるBCOFULL再構成
• BCOFULL(40)@Strobe 
• BCO(7)

• Reco BCOFULL
• BCOFULL(39-8) + BCO(7:0) + (offset)

• BCOFULL とBCOのSTARTは同じ
• クロックのEdgeでカウントアップする。
• ただし

• BCOFULLは、以前の物から継続。
• BCOは0から始まる
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